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⑥〔事例〕
 

J-WAVE

ラジオの使い方を変えた

FMラジオ局の開局
 

J-WAVE

J-WAVEはラジオの使い方を変えた
J-WAVEはオフィス・ワークのためのラジオとなった

1988年10月開局



局選択
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開局時のコンセプト＝ターゲット、シーン、ベネフィット
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CDの普及とＦＭラジオ局のポジション

CD/レンタルCDの普及

FMラジオの使い方=エアチェック（録音のソース）

FMラジオの使い方の変化=生活の中で音楽を流していたい

好きな音楽はCDで聴く

CD/レンタルCDの普及はFMラジオの使い方を変える

0.0

25.0

50.0

75.0

1980

1981

1982

1983

1984

1985

1986

1987

1988

1989

1990

1991

1992

1993

1994

1995

1996

1997

1998

1999

2000

2001

2002

2003

CDプレイヤーの普及率

ラジオの使われ方の変化、をどう捉えたか

1988年10月開局

1986年CDレンタル解禁



好きな音楽

心地よい音楽

従来FM局
好きな曲を

エアーチェック

CD
CDレンタル

J-WAVE

録音する 聴く/流す

CD/レンタルCDの普及による
FMラジオのポジションの変化の仮説



J-WAVEはラジオの聴き方を変えた

J-WAVEの開局後
FM情報誌の発行部数は減少し始める

● 好きな曲・ミュージシャンを追わない
● エアチェックしない
● 番組表を見ない
● 選局しない
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FMラジオの聴き方の変化＊J-WAVEの聴き方



1970年代後半から1980年代

好きな音楽を聴くメディア
好きな音楽をチェックするメディア

1988年をピークに

発行部数は衰退

生活時間に
音楽を流しておくメディア

「FMfan」はクラシック、ジャズに強い雑誌です。「週刊

 
FM」（71年創刊、音楽之友社）はユーミン（松任谷由

 
実）やサザンオールスターズ、オフコースといった日

 
本のニューミュージックを中心にし、「FMレコパル」

 
（74年創刊、小学館）はオーディオ機器の紹介に力を

 
入れていたし、「FMステーション」（81年創刊、ダイヤ

 
モンド社）は10代、20代の若者をターゲットにしていま

 
した。
「FMfan」は75年に30万部を達成し、そのまま80年頃

 
まで絶頂期が続きました。

「FMステーション」が出てきた頃は、4誌合わせ120万

 
部くらいになっていた.

こうした絶頂期も、80年代に入りCDが登場

 
した頃から陰りが出てきます。80年代前半

 
には、20万部を割り込むようになりました。

86年のCDレンタル解禁は、FM誌にとって

 
大きな出来事でした。音楽ファンがエア

 
チェックをする必要がなくなってしまったの

 
です。レンタル店で好きな曲のCDを借りて

 
きて、カセットテープに録音すれば事足りて

 
しまいます。
88年にはJ-WAVEが開局して、FM放送の

 
編成が大きく変わっていきました。

以前のFM放送は、AM放送のようにディスク

 ジョッキーが音楽に会話を重ねてしまうことを

 避け、曲だけを流す番組が主流。

J-WAVEはその日の天候や気分に合わせた

 編成をした。

丸山

 

幸子

 

氏

 

［共同通信社「FM fan」編集長］

 

エアチェックとともに去りぬ
日経ビジネス

 

2001年12月10日号

FMラジオのメディアとしての変化



2000年、＜休刊＞FM番組情報誌の草分け「FMfan」

 
12月、FM番組情報誌の草分けだった「FMfan」（株式会

 
社共同通信社発行、隔週刊）が12月5日発売号を最後

 
に休刊することが、13日までに明らかになった。66年、

 
初のFM情報誌として創刊。番組を録音、再生して楽し

 
む「エアチェック」の愛好者を中心に親しまれ、70年代に

 
は30万部を超えた。しかし、レンタルCDの普及やメディ

 
アの多様化、クラシック番組の縮小などで最近は部数が

 
低迷していた。

若き頃、LPは高い買い物で、FM放送はタダ。カセットテー

 
プも生協で、ノーマルテープ（TDK-Dタイプ）なんてのは、か

 
なりお安く購入できたので、エアチェックにはしりました。

発行日には欠かさず買い求め、来週のエアチェック計画を

 
立てたものでした。夏休みだったか、うっかり買い忘れて、

 
隣町の本屋でも見つからず、さらにもう一つ向うの町まで

 
行ったことも。

 
番組表が細かく、演奏時間がきちんと掲載されている。そ

 
のため、番組途中の曲だけを取る時には、計算してテープ

 
レコーダーをタイマーセット。帰宅して”うまく録れてるか

 
な？”とプレイバックするのが楽しみでした。選局を間違え

 
たり、停電があって時間どおりに録音されていなかったり、

 
クルマのノイズを拾っていたり、テープの回転方向のセット

 
を間違えていたりと失敗は数知れず。それにもめげず、こ

 
つこつと録り溜め、その結果、いまだに捨てきれない沢山

 
のテープが残っています。

J-WAVE以前の状況
 

エアチェックとFM情報誌



シーンでの使用率

シーン
使用者
での
シェア

使用率が低く
シェアも低いシーン

使用率が高く
シェアが低いシーン

使用率は低いが
シェアは高いシーン

使用率が高く
シェアも高いシーン

あまり使用されていない（＝使用率は低い）
だが、自社シェアが高いシーンは、

使用率を拡大することが課題となる。
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使用シーンの拡大の方向性



J-WAVEは生活シーンの中で流された

「ながら聴取／つまみ聴取」

●

 

休日など家でくつろぐ時

●

 

1人で時間を過ごす時

● 夜、家でくつろぐ時

●

 

会社・事務所で仕事中

● 本・雑誌を読んでいる時

●

 

洒落た雰囲気を作りたい時

●

 

雰囲気を変えたい時

●

 

車に乗っている時

●

 

家でパーティをする時

●

 

友達と語り合う時

「音楽を聴く時」という
意識して音楽を聴く以外の

さまざまなシーンでも



音楽を聴く生活シーンでのJ-WAVEのシェア
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●会社・事務所で仕事中

家で家事・仕事・勉強の時
●寝る時

 

●

本・雑誌を読んでいる時

●●

朝起きてから出かけるまで

●休日など家でくつろぐ時
●1人で時間を過ごす時

●夜、家でくつろぐ時
●洒落た雰囲気を作りたい時
●雰囲気を変えたい時

●車に乗っている時

●家でパーティをする時

友達と語り合う時
●

●シャワー・入浴の時

家で食事をしている時

 

●

●スポーツをしている時

●歩きながら

●電車・バスに乗っている時

★ J-WAVEはワーキングタイムの時間の開発が次の課題であった。

J-WAVEの聴取シーン















J-WAVEはオフィス・シーンを開拓した
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